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ピースアクション in ヒロシマ 参加レポート 

日程：2026 年 8 月 4 日〜8 月 6 日 

【2026 年 平和祈念式】 

1. 参加目的と動機：画面越しの知識から「現地の体感」へ

毎年 8 月 6 日にテレビを通じて観ていた平和祈念式の雰囲気を、画面越しではなく現地で

直に感じてみたいと思ったことが、今回の参加の直接的なきっかけです。 

また、これまで教科書やニュースで目にしてきた原爆ドームや平和記念資料館を自ら訪れ、

被爆の実相に触れることで、どこか抽象的に捉えていた歴史を自分自身の体験として受け

止め直したいと考え、2026 年 8 月 4 日から 6 日にかけて開催された「ピースアクション in

ヒロシマ」へ参加いたしました。
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2. 碑巡りとガイドボランティアからの学び

プログラムの中で最も強く心を動かされたのは、碑巡りを担当してくださったガイドボラ

ンティアの方のお話でした。

ガイドを務められた方は被爆 2 世であり、ご自身のお父様が被爆者であったそうです。し

かしお父様は、「２人の娘が将来、社会で差別や偏見に晒されるのではないか」という恐れ

から、晩年までご自身が被爆者であることを伏せて生きてこられました。 

これまで書籍などで「被爆者への差別」という言葉を目にしたことはありました。しかし現

実感が無かったものが、目の前で語られる生の言葉にそれが単なる過去の記録ではなく、生

身の人間の人生を長年縛り続けてきた凄惨な現実としてはっきりと意識されました。原爆

の惨禍は爆発の瞬間だけでなく、戦後何十年もの間にわたり、人々の生き方や家族関係にま

で深い影を落とし続けていたのだと実感いたしました。 

語り部への質問と気づき 

気になって「被爆 2 世でこのように語り部活

動をされている方は多いのですか」と質問し

たところ、「決してそんなことはありません」

という答えが返ってきました。 

世間からの偏見というリスクが今なお残る

中で、自らのルーツや体験を明かして活動す

ることには、計り知れない葛藤が存在しま

す。それでも「この活動は父が喜んでくれて

いるのではと思っています」と笑顔で答えて

くださったのがとても印象的でした。 

この経験を経て、実名を掲げて被害の実相を

訴え続けてこられた方々の強い覚悟と勇気

に、心からの敬意を抱かずにはいられません

でした。 
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3. 式典参列と資料館見学：一瞬で奪われた日常と、現代の私たちへの課題

平和記念資料館では、展示された遺品や被災写真の前に立ち、一瞬にして奪われた日常の重

みと圧倒的な被害の大きさを目の当たりにしました。 

そして 8 月 6 日の午前 8 時 15 分、平和記念式典にて多くの参列者とともに黙とうを捧げま

した。会場で祈りを捧げた際、テレビの画面越しでは伝わらない空気感と、想像以上に世界

中から集まった人々の祈りの熱量を全身で感じ取りました。 

この式典ぐらいではないでしょうか。今現実に戦争が行われている当事国がその状況を超

えて参加してしました。平和を願う取り組みは遠い過去を悼む行事ではなく、今を生きる私

たち全員の未来に関わる切実な課題であると確信いたしました。 

4. まとめと今後のアクション：「知っている」から「伝えていく」へ

今回の参加を通じて、「知識として知っているつもりでいること」と、「現地で当事者の思い

を直接聴くこと」の間には大きな差があることを学びました。 

現地で受け取った被爆の実相や、リスクを負ってでも語り継ごうとする方々の思いを、一時

の体験で終わらせてはならないと感じています。被爆者の高齢化が進む今、これからは私た

ちがその記憶を受け継ぎ、家族や周囲の友人へ自分の言葉で伝えていく役割を果たしてい

きたいと考えました。 

_
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2026 ピースアクションinヒロシマに参加して 

1．䛿じめに（参加䛾きっかけ）

「娘が戦争と䛿、原子爆弾と䛿何か当時䛾広島䛾様子を肌で感じること」

12歳䛾娘ならどんな思いを持つ䛾だろうと思い、現地に赴き感じるも䛾があれ䜀、大きな収穫
になる䛾で䛿ないかと考えました。彼女ならで䛿䛾思いをレポートにまとめる䛾もきっと有意義な

時間になると信じ、参加を決めました。

2．現地で感じたこと 

「室内碑めぐり、被爆䛾証言」

平和ガイドさん䛾講演で、まず䛿座学。81年前こ䛾地で何が起きた䛾か䛾説明。全国から集
まった参加者䛿様々な年齢層でど䛾ようにお話しされる䛾か楽しみでした。優しい語り口でわか

りやすく、子ども達が熱心にメモを取っている姿が印象的でした。

被爆䛾証言で䛿、被爆者であるご本人䛾言葉から、空腹、原爆孤児、差別、手帳、などたくさん

䛾強いキーワードを耳にし、娘に䛿難しい内容もあったようですが、改めて振り返るととても心に

響く時間になりました。直接話が聞けることに感謝して、聞いてからが行動䛾出発点であると䛾

言葉、深く心に刻まれました。

「平和記念公園䛾碑めぐり」

実際に公園内を歩き、ガイドさん䛾説明䛾もと歩いてみると、室内碑めぐり䛾説明と繋がってこ

䛾場で何が起こった䛾か、臨場感にあふれていました。ガイドさんによって語り口や資料が異な

り、興味深く感じました。建物疎開で多く䛾子ども䛾命が失われた事実、引き取り手䛾ない遺骨

䛾お墓、捕虜となった外国人䛾慰霊碑、平和䛾灯、近くを流れる川にも深く関連があったと䛿、改

めて詳しく学ぼうと今回参加したからこそ理解が深まりました。
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「平和記念資料館見学」

目を伏せたくなるような惨状䛾記録、展示や写真に、毎回新しい学びが得られる資料館。リアリ

ティ䛾追求と見やすさ䛾バランスでどう展示していくべきな䛾か議論が交わされていると報道番

組䛾特集で見ました。現物をあり䛾まま見せ続ける䛾で䛿、衝撃が大きすぎて心が追いつかな

い人が多く出てきてしまうこと䛿、容易に想像できます。

数年前䛾改修を経てな䛾か誰が見ても理解しやすく、導入からジオラマで広島䛾街䛾様子が

展示されていて、空から原爆が落ちる様子が生々しく伝わってきました。空䛾色、空気が何䛾前

触れもなく、激変したといった印象でした。また、手話や点字、多国籍䛾言語表記など、たくさん

䛾人に伝えるべく丁寧に作られていました。

「虹䛾ひろ䜀」

ステージで䛿ダンスや絵画、書道など䛾発表に圧倒されました。【星䛿見ている】䛾朗読中に

䛿、心䛾こもった語りにより物語䛾世界に引き込まれすぎた娘が耐えか䛽て退出。帰宅後、私䛿

改めてYouTubeで振り返りました。父、母、子、様々な立場から考えさせられ、語り継ぐべき作品
だなと強く感じました。

「平和記念式典見学」

モニター越しにも、ひしひしと伝わってくる厳粛な空気感。平和へ䛾願いを強く感じ、8月6日にこ
䛾場にいること䛾意味を考えさせられた時間でした。世界各国から䛾参列䛾多さにも驚き、資料

に䛿全て英語表記もあり世界に向けて平和を祈念するメッセージ性を強く感じました。

「おりづるタワー」

折り紙で鶴を折る、私が子ども䛾頃䛿必須だったような折り方。現代䛾子ども䛿折る機会もなく

覚えていないようで驚きます。折り方だけでなく、こめられた意味を学び、平和を願って飛䜀した

こと、誰かに語り継いでほしいなと思いました。

平和記念公園䛾隣にあるタワー、こちら䛿近代的で新旧が入り混じる街䛾雰囲気がより魅力的

に感じました。
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3．おわりに 

毎年8月になると、戦争䛾特集をよく目にします。子ども䛾頃、むずかしいしこわいしまたか…と
正直なところ感じていましたが、私䛾知識䛿断片的で浅いも䛾だったと痛感しました。深く学ぶ機

会がなかった現地広島と䛾温度差を、現地䛾方々に触れてひしひしと感じ、それも学びになりま

した。81年経っても当事者䛾心䛾中で䛿戦争䛿終わっていないこと、語っている䛾䛿ほん䛾一部
に過ぎないことを胸に刻み、私に何ができるか考えていきます。

平和記念公園に贈られた折り鶴を再生して製造したハンカチを購入しましたが、こ䛾売上金䛾

一部が広島市䛾平和維持活動へ寄付されると䛾こと。私も自然と参加していたことに驚き、嬉しく

なりました。そんな風に、細く長く協力していきたいなと思います。

娘が、今回䛿参加してみようと思った事、嬉しく思いました。現地で䛿学ぼうとする気持ちを感

じ、理解を深めようと努力している姿がありました。これも貴重な時間になりました。

こ䛾度䛾企画運営にあたり、携わってくださった全て䛾方に感謝申し上げます。猛暑䛾中䛾参

加でになるため体調を気遣ってくださったり、たくさん䛾サポート䛾お陰で予定通りかつ快適な旅

ができました。ありがとうございました。
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ピースアクション in ヒロシマに参加して 

  

今回、ピースアクション in ヒロシマに参加したきっかけは娘の強い希望があったからです。娘は歴史が好

きで、これまで戦争資料館や防空壕、靖国神社など色々な所に 2 人で訪れました。本当は去年、ピースアクシ

ョンに参加したかったのですが、去年は日程が合わず断念しました。今年は参加が叶い、とても嬉しかったで

す。私も子供の頃、はだしのゲンや井伏鱒二の「黒い雨」を読み原爆の恐ろしさは知っていましたが、広島に

行くのは初めてのため、娘と一緒にたくさんのことを学びたいと思いました。 

1 日目は分科会と碑めぐりに参加しました。昔は平和記念公園内にたくさんの家があり、映画館もあったこ

と、そして原爆ドームがレンガ作りのおしゃれな建物だったことを初めて知りました。あんな大きな建物が一

瞬で吹き飛ばされてしまうなんて、なんて凄まじい爆風だったのだろうと思いました。 

2 日目の原爆資料館はパネルや写真、展示品が多く、じっくり見ていたら時間が足りなくなってしまいまし

た。原爆で亡くなった子どものほとんどが建物疎開の作業に従事していたことは初めて知りました。亡くなっ

た人達の写真を見て、「原爆がなければ、これからもずっと人生が続いてたくさんの可能性や明るい未来があ

ったのだ」と思うとやるせない気持ちになりました。 

虹の広場では、原爆水頭症のパネルを見ましたが、母親の胎内で被曝すると知的障害などの障害が出てしま

うと聞いて、改めて原爆は恐ろしいと思いました。核兵器の恐ろしさは一度使って終わりではなく、その後、

惨状をもたらし続けるという点です。被爆したせいで、何十年後かにがんになったり、差別を受けたりと生き

残った人達も大変な人生だったと思います。 

「被爆者が描いた原爆の絵を街角に返す会」では去年、19 年ぶりに平和記念公園に絵碑が建設されたという

お話を聞きました。「最近は反対派の意見もあり、絵碑を新しく建設するのは難しい。」とおっしゃっていまし

た。様々な意見がありますが、近い将来、原爆の惨状を伝えられる人達がいなくなり、戦争も原爆も経験した

ことのない世代だけになります。原爆を経験した人が描いた絵は当時の惨状を知ることが出来る貴重な資料

です。核兵器を使ったらどんなことになるのかを伝え続けていくためにも、このような絵碑を残していくこと

は大切だと思いました。 

今年の平和記念式典には 121 か国の国・地域が参列し過去最多とのことでした。また、たくさんの外国人も

来ておりびっくりしました。それだけ原爆への関心が高いのだと実感しました。市長の平和宣言は言葉に重み

があり、世界平和を願う気持ちが伝わってくるスピーチでした。現在も多くの国が核兵器を持っていますが、

もう二度とこんなものが使われてはいけないと強く思いました。 

今回、ピースアクションに参加して多くのことを学ばせて頂きました。本やインターネットの知識からは得

られない、広島に行ったからこそ得られた学びがたくさんありました。これからも、娘と一緒に戦争や平和に

ついて考えていきたいと思います。3 日間引率して頂いたパルシステム千葉の皆さん、大変お世話になりまし

た。ありがとうございました。 
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ピースアクション in ヒロシマに参加して 

  

今回、ピースアクション in ヒロシマに参加して沢山のことを学びました。今まで、原爆のことは教科書や

動画で知っていましたが、実際に広島に行ってみたら知らなかったことが沢山ありました。 

一日目は、文科会に参加し、その後、碑めぐりをしました。平和記念公園には思っていたよりいろんな碑

がありました。一番印象に残った碑は、「原爆の子の像」です。 

二日目は、原爆資料館に行きました。原爆資料館が最も衝撃的で印象に残りました。一番印象的だったのは、

被爆者の描いた絵です。被爆者の描いた絵は、当時の状況やどれほどひどかったのかがよく伝わってきました。

黒焦げなった弁当箱の展示は衝撃的でした。 

原爆の子の像は、佐々木禎子さんがモデル

になっています。佐々木禎子さんの死をき

っかけに同級生が像を作ろうと全国から募

金を集め、像が完成しました。同級生達の

行動力がすごく、平和を願う気持ちが伝わ

りました。 

平和の灯も印象に残りました。平和の灯

は、核兵器が無くなるようにとの願いを込

めて火が燃え続けています。雨の日も燃え

続けているのはすごいと思いました。 

30



三日目は平和記念式典に参加した後、おりづるタワーに行きました。平和記念式典に参加出来たのは貴重な経

験でした。式典にはたくさんの人が来ていて、外国人もたくさんいました。外国人が広島に興味を持ってくれ

るのはとてもうれしいことです。おりづるタワーではおりづるを折って、ガラス張りの壁におりづるを投げ入

れました。おりづるタワーの屋上展望台は、広島の街が一望出来て、良い眺めでした。 

 広島に行くのはずっと前からの希望でした。現地でしか体験出来ないことや学びが沢山ありました。平和だ

からこそ、友達に会えたり、学校に行ったり、おいしいご飯を食べたり出来るのだと思いました。これからも

戦争と平和について学んでいきたいと思います。 

このお弁当箱は、当時中学 1 年生の男の子

が持っていたものです。男の子は建物疎開

の作業をしている時に被爆し亡くなりまし

た。お弁当を楽しみにしていたのに食べら

れずに亡くなり、本当にかわいそうだと思

いました。 
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２日目：平和記念資料館見学、虹のひろば 

（平和記念資料館）    （原爆で亡くなった折免滋さん、１３歳 

 建物疎開の作業中に被爆した） 

平和記念資料館には悲惨な絵、文献、写真、遺品があり、見学中に何度も心が締め付けら

れる思いになりました。 

今後、同じことを繰り返さない、子どもたちが平和に暮らせる世の中であってほしいと強

く思い、わたし自身に何ができるのか考え行動しなくてはいけないと思いました。 

（朗読してくださった紺野美沙子さん）  （VR体験中の息子 

 原爆が投下される場面を見ている） 

昼食後に体育館へ移動して「虹のひろば」に参加。 

高校生の書道パフォーマンスや合唱団の発表がありました。この合唱団の中に昨日お話し

くださった新谷さんも参加され、歌を歌われていました。 

わたしが特に印象深く残ったのは、紺野美沙子さんの朗読です。原爆で子どもを亡くされ

たお母様の手記を読んでくださり、同じ母親として、とても悲しい気持ちになりました。 

最後は息子がVR体験をさせていただき、原爆投下前の広島から、リトルボーイが投下さ

れる瞬間、原爆投下後の広島の風景を見たそうです。 
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３日目：平和祈念式典参列、おりづるタワー 

（8月 6日 8:15 平和祈念式典参列） 

全員で平和記念式典に参列しました。 

広島市長の平和宣言はじめ、内閣総理大臣（高市首相）、国連事務総長のあいさつがあり

ました。 

その中で、こども代表のお二人（小学六年生）が平和の誓いをされたのですが、とても立

派にお話しされていて感心しました。 

 

  

（おりづるタワー）     （滑り台で降りてくる様子） 

式典参列後は近くの「おりづるタワー」に上りました。 

最上階まで行くと広島市内を一望することができ、広島城も見ることができました。 

室内では折り鶴を折って、タワーの一部として残すことができます。 

息子は最後にエレベーターを使わず、滑り台を使って降りていました。ちなみに団長の山

田さんも滑り台で降りていました。 
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ぼくは、学校の歴史の本を見て、原爆のことに興味を持ちました。 

なので、実際に広島へ行って、被爆者さんたちの話を聞き、平和記念資料館に

行き、原爆のことを学んできました。８月６日は平和記念式典も見学してきま

した。 

はじめに、ぼくが調べ学習に使った本を紹介します。 

語り伝えるヒロシマ・ナガサキ 

第１巻～５巻 

安斎育郎 文/監修 

２００４年初版 

寒川総合図書館

今回は広島の原爆について知りたかったので、語り伝えるヒロシマ・ナガサキ

の第１巻、３巻、４巻をとくに読み込みました。 

夏休みは神奈川県のおじいちゃん、おばあちゃんの家に行っていたので、おじ

いちゃんの家から近い寒川総合図書館で本を借りました。 

図書館で借りた本で事前学習をして、お母さんと一緒に広島へ行きました。 

ここから、ぼくが本や現地で学んだことをまとめたいと思います。 
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アメリカとの戦争 

１９４１年１２月８日、日本軍がハワイのパールハーバーにあったアメリカ

太平洋艦隊の基地を攻撃したことによって「太平洋戦争」がはじまりました。 

日本は東南アジアや太平洋の島々を支配しようとしましたが、１９４２年６月

にミッドウェーでアメリカ軍に敗れ、１９４４年７月にはサイパン島の部隊も

全滅しました。 

１９４５年３月１０日には東京大空襲がおこりました。３００機の爆撃機で東

京に爆弾を投下して、１０万人が死にました。 

さらにアメリカは沖縄に上陸して、地上戦が行われ２０万人が死にました。 

とどめをさすように１９４５年８月６日、広島に原爆を落とし、８月９日、長

崎に原爆を落としました。 

１９４５年８月１５日、天皇が国民に終戦を告げました。 
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原爆投下前の広島と投下後の広島 

 

写真はぼくが撮りました。 

手前が原爆投下前の原爆ドーム

（当時は広島県産業奨励館） 

奥に移っているのが、原爆投下

後の現在残っている原爆ドーム 

１９９８年に世界遺産に登録さ

れました。 

 

 原爆投下前の広島は広島城の城下町として栄えていました。 

昭和時代は東京に第１総軍司令部、広島に第２総軍司令部をおき、戦争を指揮

しました。さらに中国地方の行政最高機関「中国地方総監府」もおかれ、広島

は西日本の中心地でした。 

原爆ドームは、昔は広島県産業奨励館という名前でした。チェコ人の建築家ヤ

ン・レツルさんの設計です。広島の名産品や美術品を販売、展示していまし

た。 
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平和記念資料館にて撮影

しました。 

原爆の熱風で変形した扉 

１９４５年８月６日午前８時１５分、広島の上空で原爆が投下されました。 

その原爆はリトルボーイと呼ばれ、長さ３ｍ、重さ４ｔ（ゾウ４頭分）の大き

さがありました。リトルボーイは上空６００m付近で爆発し、一瞬にして広島

市を破壊し、多くの人々が死傷しました。 

爆発後は３０００～４０００度の高温が数秒間続き、黒い炭のようになった遺

体が転がっていたそうです。体の皮膚が溶けて垂れ下がり、全身やけどで熱く

て水を求め、川に人が集まりました。その多くの人たちが亡くなってしまった

そうです。 
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折免滋さん 

建物疎開中に被爆し

て亡くなってしまっ

た。１３歳だった。 

真っ黒なお弁当が印

象に残りました。 

平和記念資料館に展示されている、折免滋さんの真っ黒なお弁当です。滋さ

んは建物疎開の作業中に被爆して亡くなりました。 

ぼくは建物疎開を知らなかったので調べてみました。 

建物疎開とは、建物を壊すことです。アメリカ軍が爆弾を落として町が焼けて

しまっていたので、さらに焼け広がるのを防ぐために家を壊す作業をしていま

した。その建物疎開の作業をしていたのが、１３歳から１４歳の中学生だった

そうです。ぼくとほとんど年齢が変わらない人たちが作業していたことに驚き

ました。８月６日はいつも通り、みんなで作業をしている最中に原爆が落とさ

れました。滋さんたちは楽しみにしていたお弁当を食べることなく亡くなって

しまい、滋さんのお母さんが真っ黒に焼けてしまったお弁当を焼け野原で見つ

けたそうです。 
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折免滋さんのことが本になって

いました。 

平和記念資料館で販売されてい

たので買いました。 

悲しいお話ですが、よかったら

読んでみてください。 

平和記念公園にある 

原爆の子の像です。 

２歳で被爆して、１２歳で亡く

なった佐々木偵子さんのために

作られました。 
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黒い雨 

ぼくは平和記念公園の碑めぐりをしたときに、原爆の子の像を見ました。 

この原爆の子の像は佐々木偵子さんのために作られました。 

偵子さんは２歳の時に被爆して、逃げる途中で黒い雨に降られました。黒い雨

とは、ススやほこりが混じり、さらに放射能も混じった雨のことです。 

偵子さんは運動が大好きで、元気に成長しました。小学６年生のときはリレ

ーのアンカーを務めるくらい、かけっこが得意だったそうです。 

被爆から１０年たち、偵子さんが１２歳の時に体に異変を感じて検査をした

ら、白血病と診断されました。原爆の放射能による後遺症でした。偵子さんは

元気になりたいと思い、鶴をたくさんおりました。だけど、偵子さんは小学６

年生、１２歳で亡くなってしまいます。 

偵子さんのお友達が、偵子のために何かしたい！と話し合いをして、全国の

小学校に募金をお願いしました。２年後、原爆の子の像が建てられることが決

まりました。原爆の子の像の石碑に刻まれた言葉です。 

「これはぼくらの叫びです 

これは私たちの祈りです 

世界に平和をきずくための」 
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ヒロシマを繰り返さない

原爆死没者慰霊碑 

原爆犠牲者の霊を雨

露から守りたいとい

う気持ちから、はに

わの家型になってい

ます。 

慰霊碑の石室 

安らかに眠って下さ

い 

過ちは繰り返しませ

ぬから 

と刻まれています。 

ぼくは、実際に広島に行ってみて、社会の教科書ではわからない原爆の残酷

さを被爆者さんたちの話を聞いてよくわかりました。この資料を一人でも多く

見てもらい、原爆の残酷さを伝えていきたいなと考えています。 

最後に、戦争を繰り返してはいけないと強く思いました。 
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